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野毛山幼稚園

主 題 聖 句

マタイによる福音書2章10節

予 定

日 曜 備 考

3 月
年少たんぽぽ組
年中さくら組　保護者
　　　　　9時20分

5 水 誕生会

9 日
年長あやめ組親子
　１６時集合
　　　詳細後日

10 月 保護者の参加は自由

12 水

18 火 横浜市教育会館

20 木 第二学期終業

歯みがき指導

4 火

アドヴェント第3礼拝
　(年中さくら組・年少たんぽぽ組)

楽しく歌ったり、楽器遊びをしたりする。

ロッカーをきれいにしたり部屋を片付けて新しい年
を迎える。

世界のお友だちのことを考えられる優しさを持つ。

聖誕劇に参加することで自分の役割を知り、小さ
いお友だちやクリスマスを知らない人にイエスさ
まのお誕生を伝える。

冬の衛生に気をつける。

部屋をきれいに飾りつけして、クリスマスを楽し
みに待つ。

年長あやめ組　4日(火)朝8時５０分　教育館2階にて衣装渡しをいたします。

みんな一緒の楽しさを知る。

部屋をきれいにして新しい年を迎える。

自分の思ったこと、考えを相手にわかるように伝
える。

新しい遊びやみんなのやっていることに興味を持
つ。

自分でできる身の周りのことをする。

自分たちの周りを整理整頓する。

クリスマスの喜びを分かち合うために自分たちの
ことだけでなく、世界に目を向ける。

部屋をきれいに飾りつけして、クリスマスを楽しみ
に待つ。

風の冷たさ、木々の様子などから冬を感じる。

集団遊びに参加し、友だちとのつながりを深める。

互いに認め合ったり、教えあったりして遊びをす
すめる。

思いきりからだを動かして遊ぶ。

クリスマスのきれいな音楽を聴いたり、歌ったりす
る。

クリスマスのきれいな音楽を聴いたり、歌を歌った
りする。

クリスマスの本を見る。

お友だちにやさしくする。

簡単なルールのある遊びをする。

きれいな音楽を聴く。

友だちと一緒に遊びを楽しむ。

冬の衛生に気をつける。

部屋をきれいに飾りつけして、クリスマスを楽しみ
に待つ。

自分のするべきこと、できることを考える。

友だちと一緒に遊びのイメージを広げていく。

アドヴェントカレンダーを1日ずつめくってクリ
スマスを楽しみに待つ。

年長あやめ組
　記念撮影・聖誕劇

年　少（たんぽぽ組）年　中（さくら組）年　長（あやめ組）

クリスマス礼拝と祝会　　　　　　

クリスマスは救い主イエス・キリストの誕生日。それは
2000年前の貧しい家畜小屋での出来事でした。イエス
さまは貧しい姿でお生まれになり、私たちの罪をあがな
うために、十字架の死を遂げられ3日目に復活して救いを
与えてくださいました。イエスさまは私たちひとりひと
りのために生まれてくださったのです。
星を研究していた東方の占星術の学者たちは、「ユダヤ
人の王さま」が生まれたという星を見つけました。そこ
で学者たちは、自分たちの一番大切にしている宝物(黄
金・乳香・没薬)を持って新しい王様を訪ねて旅に出かけ
ます。新しい王様は、いったいどこで生まれたのでしょ
う。はじめ、エルサレムの宮殿をたずねました。王様で
すから、当然、立派な宮殿に生まれたと思ったのでしょ
う。しかし、王様はそこにはおられませんでした。宮殿
を出てさらに旅を続けると不思議な星が学者たちに先
立って進み、導いていきました。そして、ベツレヘムの
貧しい家畜小屋の上に止まったのです。学者たちはその
星を見て喜びにあふれました。そして、貧しい家畜小屋
で生まれた赤ちゃんを新しい王様…救い主と信じ、宝物
を捧げ、礼拝したのです。学者たちの旅は真実を求める
旅でした。学者たちの姿に礼拝をするものとしての喜び
があります。私たちもまた、救い主イエスさまの誕生を

  心から祝い、礼拝をささげましょう。
  
  
  

 

　

アドヴェント第2礼拝

年少たんぽぽ組

クリスマス燭火礼拝・コンサート

12　月　の　予　定

喜び合う

予 定

学者たちはその星を見て喜びにあふれた。

クリスマスの意味を知り、共に喜びを持って待ち、礼拝する。

社会や世界の出来事を身近に感じながら、自分たちにできる分かち合
いや愛の技を考える。

ねがい
心を合わせて喜びや感謝を表現する。


